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ローベルト・ムージルの

『ポルトガノレの女Jについて

前田織絵

1 .はじめに

ローベルト ・ムージル（RobertMusil 1880-1933）の短編『ポノレトガルの女J

Die Poriugiesin (1923) 1Jは、短編集「三人の.tc.JJDreiFrauen (1924）に収めら

れている作111111である。f：人の女』は、神話的であるとしばしば言われているが、

神話的限界というよりは、 主人公の男性とは決して相容れない異質性2）を備えた

イ子ィ笠としての、神話的な女性像としての三人の女’性3）が浮かびjてがる。 τ人の女
性は、久－神として、塾！久－として、そしてまた、母親の像として主人公の男達の前

に現れる。

『ポルトカ・・ルの女』においては、その異質性により相容れない、「男の世界」と

「女の刊界Jの対立、そして融和が摘かれている。本稿においては、自 らの属する

111：界に尽く「性絡」故に、ポルトガ、ルの女と対立する、ケッテン殿の内面におい

て、 二限界が統合されて行く様を、彼の実体（Wesen） ~） の変化に焦点をあて、考

察を行なう。

2.ケッテン殿とポルトガルの女

『ポノレトガルの女』は、『三人の女』の他の 二作品と比l絞してみると、物語らし

い構成をと っていると言われる。ムージルのイタリア速征の経験を素材にしてい

ると言われるこの作品は、一見中Illを舞台にしたありきたりな物語にも見えるが、

しかしながら、一つの物語として非常に鍬密な構成を持っているのであるo その

概要は次のとおりである。

jヒイタリアの山中の特壁の上lこ城を構え、ケッテンの領主は祖先からのd慣しに
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従って、良い子孫を得るねに、美しいポルトガルの女を妻に迎えたが、産JDjの近

い菱：を連れ帰ってすぐ、トリエントの司教との十一年にも及ぶ戦に出ることにな

る。曾祖父のH寺代から、ケッテン一族とトリエントの司教とは、幾つかの士地の

帰属を巡って係争関係にあったのであるo しかし、司教は病没し、四代に放る抗

争は終結し、帰途にケッテンは蜘に点ljされて発病し、生死をり111;tうことになるo

快復の兆しは現れたが、災体の一部が先に死んでしまったために、彼はもはや奇

蹟が起こらなければ、再びこちらのtlJ：界に戻ってくることはイベrrJ能に思われる程

であった。しかし、城に突然、現れて抗み着いた狛が病にかかって死んだことを殉

死であるかのように痛感したケッテンは、少年の頃巣たさなかった城の絶伎の拳

資を奇鎖的に迷成し、再び元の力を取り戻し、物語はポルトガルの女とケッテン

の傾主の融和的な結木で、締めくくられている。

『ポルトガルの女』を前促部分もしくは伏線部分と、後半部分に分割したj易合、

この伏線部分において、詳細な状況、人物描写といった説明j的内容が級密に成さ

れることによって、後半部分における必然的結果がもたらされるという厚みある

構成を可能にしているのである。『ポルトガルのtc~ においては、停戦、発病ま

でを伏線部分、それ以降を後半部分と見ることが出米る。ムージルはこの前半部

分において、主人公のケッテン般の性格と、ポルトカソレの女の十｜：絡を、その生い

立ちも含めてかなり詳細に描いている。そしてこの一人の性約の対比によって、

この作品における二重構造ともいうべきものをお｜！り出しているのである。

ポルトガノレの女の性格に代表される｜埜界は、「美しし1」（sch()n,P-253）、 「愛す

るJClieben, P司254）、「紺恐の海J(<las pfaublaune !Vleer, P・255）、「点珠の首飾

り」（Perlenketten, P”254）、 f月の如くJ( wie der Mond P-259）、といった美し

いものを象徴するような、神秘性を泌めた不思議な女性の性絡である。これに対

してケッテン殿の方は、「短刀」（Messer,P・253）、「荒々 しい」（wild,P-256）、

「醜いJ(ha Glich, P・255）、「白昼の如く明るいJ(taghell, P・253）、「線J(grUn, 

P-255）、「狼J(Wolf, P-255）のように、 iJl医！の、そして気性の泣い論理的直線

的行動性に富んだ好戦的な男性の性絡である。両者は犬婦とはなってはいても、

本来日ljの世界に属するものとして、仮初の結び付きしか見II＼すことが出来ず、こ

のこ．つの世界の属性は互いに対立し合う。実際、物語の中において、ケッテン殿、
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｝良、メ；~ii｝の：人の忠了·.i主はリJの世wにj寓するものとして、 そして、 ポルトガルの

広、 トリエントの司教、ポルトガルの!:,I,・の幼馴染は女の世界に属するものとして

Hi'iかれており、このことは、司教とのi淡いにおいて、その司教の戦闘のやり方を

！；：＿性的で・あるとしていること 5）からも、この！j境いが男性と久

れていることは｜リ11i1~である。

．．つのI!t界には明らかに厳しい境泌が引かれている。裂であるポルトガルの久－

にと っては犬であるケッテン般のtl!Wが不思議で神秘的であるが如く 、犬にとっ

て も、支：は魅必的な尖に~」まれた神秘的な存作である。また一方で、 一人の息了－

i主は、 l~JDJH\-Jli設いに II.＼ている父親をtN熱的に愛し、しかも父税と向じ！~V完に生ま

れfj・った為に、彼女にとっては犬の引｜：川に属するものとして捉えられている。

作戦とケッテン般の発~lj~ をj売に物，ihは後半に移るが、 後T·においては、ケッテ

ン般の受難と；,1~JJI~、 そして＼つの他界の融和lが託行られることになる。この停戦と

州のプt1，｛によ っ て、ケ ッテン肢は、その武人としての’性格（vVesen）を完全に~

fょとしてしまっているo 彼がこの時点まで備えていた性格とは、ケッテン人に代々

伝わる先制泌りの性絡であり、これは1d教との戦いに119｝つという使命にぷえられ

たものであったと三えよう。しかし、 ld教の病没で思いがけず！勝手ljを手に入れた

ことで、彼のμイ1：即1{1は危うくなる、 日IJち、その止に人としての性絡の必要性を政

失したことにより、彼が作イイEし得るよるには、新たなti：絡を獲得することが必要と

なるo それは、ただ単に彼の存在l!ll1I1を得るということだけではなく 、彼が愛す

る刈象としてのポル トガルの／；（との愛に融不LIをもたらすのは、元のわけllゆずり」

のM：絡とは）JI］の、 l・'n有の’t'I:絡を獲ねすることにより、新たな｜世界へ殺ることであ

る。

3.性格と実体

『ポルトガルの久」において、ケッテン殿は 「性格Jを備えている。それは、

ケッテン人に代々受け継がれてきた、先組ゆずりの性格であって、戦いを前提と

した、「短刀や紛で戦う」（P-539)6＞武人の性格である。それは、物訴の冒頭部分

において、次のように述べられるo
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その一族は様々な凸－文~！Jにデレ ・ カテネ（delle Catene）の名で現れ、また

別の古文：！？ではケッテン殿（Herenvon Ketten）と呼ばれていた。一族は北

方から下り、南国の闘を前に停止した。彼らは利益の命ずるままに、 ドイツ

あるいはロマン系への帰属を使い分けたが、結局は自分自身をたのんで、ど

こへ服するとも思っていなかった。（P-252)

まず、この同頭部分から、独立白尊の一族としてのケッテン一族の属性という

ものが伺える。そして、史に続く部分に「薄縁のように前に霊－れかけたこの騒昔

を民－いて、如何なる外界の音もカテネ人の居城に侵入することは出米なかった。」

(P幽253）と記されているように、一族が外界とは非常に遮断された本在であった

ことが、彼らの性格を刻み続け得たのである。更に、ケッテンー族の名前そのも

のである「Ketten」が、「鎖J、「チェーン」、「述鎖」の怠l床を持ち、代々その性

格が受け継がれたことを提示していると言える。そして、次の部分からは、その

ケッテン人の性絡というものを、更に詳しく読み取ることがrl1米る。

ケッテン殿は代々苛？.！t自．つ徹符な性格をうたわれていた。広大な周辺のい

かなる利誌も彼らの｜限を逃れることは出来なかった。一瞬の問に深々と切り

込む短刀（Messer）のように、危険だった。［1~1略筆者］彼らは手に入れるこ

とがIU米るものは必ずものにした。その時次第であるいは’ぷ・I直に、あるいは

強引に、あるいは絞狗に仕事に取り掛かったが、いつも変わらないのは、冷

静な、逃れるすべもないまで獲物を追い詰める執働な態度だった。短い彼ら

の生渡の歩みは緩やかだったが、するだけのことが成し遂げられてしまうと、

何一つ死後にとどめることもなく終止符が打たれた。（P-253)

そしてまたケッテンー放が見せる途方もない力が、彼らの「限と額J(Augen 

und Stirnen, P-253）から発せられていること、いかなる人物でさえ、六十路の

声を聞く前に世を去るということも、皆共通しており、彼らが持、中肉の草－箸な

身体つきで、美しい騎士であったことも、共通していた。彼らは、 更に、その俊

敏な「性絡Jを受け継いで行くために、そして、周聞のいかなる貴放とも利害関
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係を持たないために、そして、美しい息＂fが虫まれたために、j主ん－から美しい安

を安った。彼らは新燃の一年間、美しい騎士ぶりを発部したが、「彼らはこの一

作llUに見せたのが真実の！こ｜分なのか、その他の全ての年月の姿が本来なのか、そ

れは彼ら自身にも分からなかったJ(P-253)nのである。

ケッテン殿はポルトガルの女を連れ帰るが、彼は曾祖父からの使命であるトリ

エントの司教との抗争に好機が訪れたために、すぐに戦にj吐き、 卜一年馬上にお

いて、 辛抱強く相手のl~~tをうかがい続けたのであるO

父や組父もそうやって待ってきたのだ。5<t長に待てば、滅多にないことがひょっ

としたら起こるかもしれない［強調筆者］のだ。（P-257)

好機を待ち、ケッテン敗は代々受け継がれてきた武人としての性格を辿憾無く

発N~ し、 指印官としても有能であった。彼をlj設いに！駆り立てたものは、曾祖父か

らの使命と岡崎に、｛伎の武人としての性絡によるものである。それ故、司教の急、

な病没によって思いがけずに勝利を得たとき、彼の存在理由は疫失してしまう。

彼に残されたのは、「磨き上げ、整えるJ(P-261）ことでしかなく、それは領主

の仕事ではもはやなかった。彼が存在し続けるには、新たな性怖の獲得が、必要

不可欠となるのである。

ここで物語は大きな展開を迎える。ケッテン殿は、城への帰途で、「一匹の蝿」

(eine Fliege, P-261)に刺されたことにより、瀕死の熱病に襲われる。ここで彼

を瀕死の重病に陥れたのが単なる「一匹の焔Jであったのは、それ稗にケッテン

股が、「性格」の喪失によって存在の危機にあったということの象徴である。様々

な治療の末、ケッテン殿が「熱いふっくらした阪の詰まった型」（P-261）でしか

なくなった時、熱は下がったが、彼のそれ以降の経過は芳しくなく、彼の実体は

まさに失われてしまったかのように、薄弱なものとなってしまう。

眠っていることが多かったが、眼を聞いていても放心したようだった。し

かし、意識がよみがえると、この人任せの、子供のように暖かくて無力な肉

体が自分の肉体とは思えなかった。ほのかな息吹にも震えるこの弱々しい魂
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も、やはり自分の魂ではなかったo ことによると、もうしんでしまったので、

今はただ何処か別の世界で、もう一度現世に戻るべきかどうか、じっと待ち

続けていたのかもしれなかった。死がこれ程安らかなものだとは思いもかけ

なかった。彼の実体の一部（einemTeil seines vVesens）が先に死んだため

に、彼はー休の巡礼者のように解散してしまったのだ。’円はまだべ y ドに横

たわり、ベッドもIB1途いなくここにあり、委が身をかがめて覗き込んでいる、

すると彼は、好奇心に駆られ、彼久－の注意深げな顔の動きを眺めて気をまぎ

らす、だがそれにもかかわらず、彼が愛した一切は、もうずっと先の方へ行っ

てしまっていたのだ。ケッテン殿と彼の月夜の妖女は、この肉体から抜け出

して、静かに彼方へ遠ざかっていた［強調筆者］。まだ安は見えた、数歩大

股で追って行けば、迫いつくことが/JI米るだろうとは分かっていた、ただ彼

には、自分がもうその二人と同じ世界に属しているのか、まだここにいるの

か、分からなかった。［中略筆者］それから、あの日がやってきた、，, ：.きょ

うと思う気力を振り絞らなければ今円が最期］だ、はたとそう気イ、j"~ ＼たilが。

熱が退いたのはその円の夕方だった。（P-262)

ケッテン殿は、生死を？方律う熱病からは奇蹟的にも、「りと復への第一歩J(P-262) 

を見出すことが出来たが、これは、彼が備えていたのが「先組ゆずり」の性栴であ

り、それに従ってトリエントの司教とのi践を遂行し、また、遠方から妻を迎えた

のでもあるが、「ポノレトガルの女」を委に選んだことは、 彼臼身の~択によるも

のであるからであるO 日IJち、彼の実体の一部としての f先制ゆずり」の性格は失

われたが、彼自身に特行の個人的な性格が、未だ彼の実体のほんの一部として残

されていたために、彼は存在し得たのであるo よって、次に彼が成さなければな

らないのは、新たな性J名の獲得である。

ケッテン殿は如何にして性格を獲得することが出来るのか、そして、再びポル

トガノレの女とより高い段階での融和を迎え得るのか。彼がお：－初に行なったのは、

ポルトガルの女が飼っていた、彼女にとっては「武人としての性絡Jを思い111さ

せる「狼jを殺させることであった。彼は、これによって以前の性絡を取り戻した

いという期待があったが、これは功を奏せず、更に彼のS員長が小さくなったこと
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も、彼のイ子絞のむうさを象徴している。

快総への~j ・.段｜桝をなかなか見UJせないまま、ケッテン殿にとって、JH態は更

に芳しくない状似が続くのである。占い師が「あることを成就なされば殿は健や

かにおなりでしょう」（P-265）というが、このあることを見出すことがなかなか

II I米なし、。更に、ポルトガルの女の幼馴染の出現と、二人の桜近において、いつ

もなら、T・Jiどなれ二!fU1にIIIるまでもなく巧みに客人を追い払うことが出来る彼が、

それをすることすらl,fl維なことも、彼の存庇のfιうさを象徴している。しかも、

ポルトガルの広にとっても、 ~Jlf,(の愛していた「彼の独特の人柄J (seinem eigenen 

Wesen, P-255）や、「1!J<’の人となり」（<lasWesen dieses Mannes, P・255）を政失

してしまった彼に飽きてしまい気味であったため、彼が新たな性格を獲得するこ

とは、必~-tf~r リ欠なこととなる。

彼が［Jfび獲似しなければならない「性絡Jとは、ヌl:々 の「先姐ゆずりjの武人

としての性格ではないのであるO 先に、彼が、フじ々の武人の性絡の象徴としての

「1良」を殺すというt試みによっても、性格を取り戻すことが出来なかったことか

らも、それはlリj{依である。では、彼はいかなる「性絡Jを、どのようなみ法で獲

仰すればよいのか。彼が半うじて弁在し得．たのは、彼が自らポルトガルの女を選

んだことにある。つまり、彼が安：の世界に↑市れ、その魔法的な魅力を常に完全に

は捨て切れなかったことによると吊・えよう。

だが、これと日ljの性格は、jjのようにけうとい遥かさだった。ケッテンの

飢主はこのおlj の＇ I~活を心街かに愛していた。（P-260)

以前、ポルトガ‘ルの久－とケッテン殿をl~flんでいたものがトリエントの司教との

抗争であった虫IIく、作戦後に彼らの間に割って入るものは、この幼馴染の出現と、

彼の't'I；絡の良うたであるが、彼の先－mがや持ち続けていた女IIく、「気長に待てば、
滅多に起こらないことがひょっとしたら起こるかもしれないのだJ(P-257）とい

うように、何か<.i・WJ'lが起こるのを待たなければならなかった。

他に何事もJ起こらぬ以上は、奇蹟の起こらぬはずはないような気がした。
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迎命が口をつぐんでいたい時に、語ることを強いてはならない、やがて訪れ

るものを待ち受けて、耳を澄まさなくてはならないのだ。（P-265)

さて、ここで奇蹟をもたらすものは何か。ここで、象徴的な存在として登場す

るのが、 一匹の「獄iJ8lである。この小さな生き物（derkleinen Wesen, P-266) 

は、ポルトガルの友、幼馴染、そしてケッテン殿のそばから離れようとはせず、

三人の微妙な関係と、ケッテンとポルトガルの女の間に介在する何かであるよう

であった。そして、この「猫」は、普迎の「猫」とは異なる雰｜在｜気を持っていた。

つまり、「いわば第ての実体（einzweites Wesen）、現世から離脱した実体（ein

Ab-Wesen）、身を包む静かな後光（einstiller Heiligenschein）」（P-266）を持っ

ていたのである。更にケッテン殿は、この小さな生き物によって、ド｜分の癒えか

けた病を紡仰とさせられるo そして、実際にこの猫が肝鮮にかかっており、受難

が始まるが、 三人にとっては、まるで人間が化けているのではと思われるこの猫

に、向分の運命が宿っているのではないかと思われる。猫の終刈に至って、次の

ようなやり取りが為される。

ポルトカソレの児は、試練に耐えてでもいるように、以を低く垂れ、それか

ら女友達に向かっていった、どうしようもないでしょう。これは言った当人

にも、我と我が身に下された死刑判決を承認したように聞こえた。持が一斉

にケッテンの領主にi恨を向けた。彼は壁のような蒼白な顔をしていたが、っ

と立ち上がって出て行った。ポルトガルの女は従者に言った、猫iを述れて行

きなさい。（P-268)

しかし、ケッテン殿を救うのは、もしくは彼が現世－に戻ってくるためには、こ

の猫の殉死を以ってしでも成され得なし1。既に「しるしは確かに示されていたの

である。」（P-268）とは「別の考え」（P-268）であり、少年の頃不可能だと思っ

た、城下の登拳不可能の岩盤をよじ登ろうというものだった。彼は、「あの世か

ら来た猫なら、この道を戻って来ることも出来ようが」（P-268）と思ったのであ

る。即ち、猫を模倣したこの到達不可能な拳登によって、「第二の実体J(ein 



ローベルト・ムージルの『ポルトガルのf;(Jについて 35 

zwei tes W esen）、「現世から離脱した実体（einAb-Wesen）から、「実体」（Wesen)

へと、新たな生を得るための道筋を辿ろうとしたのであるO 彼の企ては、しかし、

必魔にしか到達出来なし1かに恩われたが、遂に達成させることにより、新たな性

絡を獲得することが出来るのである。

不思議にも、死とのこの戦いの最中に、カと健康が四肢に流れ始めたのだ。

それはさながら外界からまた肉体へと戻って来たかのようであった。遂に、

およそ不可能とも思われぬ企ては成功した。［中断筆者］力と一緒に荒々し

さもよみがえっていた。彼は怠をついた。 j陵の短剣はなくなっていなかった。

(P-269) 

これによって、ケッテン殿が獲得したのは、武人として彼が代々備えてきた

「荒々しさム「短刀のような鋭さ」であったが、彼が自ら「第二の実体Jから、

「’夫体jへと帰還することによって獲得した、まさにケッテン殿自身の「性格J

なのである。つまり、この新たな性格、もしくは彼の個人的な性格が新たに備わっ

たことによって、本来、異なるがゆえに惹；かれ合うが、しかし、対立する「男の

I H：界」と、「女の世界」にも融和をもたらすことを可能にしているのである。

小説の終結部分で、ポルトガルの女がケッテン殿に向かつて「神が人の姿を借

りることができたのなら、猫が化身することも出来たはずだわ」（P-270）と述べ

ているが、これは明らかに神秘的な力の存在によって、不可能なことを可能にし

幻たことを示しており、ケッテン殿が成し得た新たな、そしてより高い段階にお

ける性格を獲得したことによって、ポルトガルの女と彼との間に、融和と救済を

l事えたことをも意味しているのである。

『ポルトガルの女』において成されたのは、不可能なことに、新たな可能性を

与えること、即ち、対立する「二つの世界」に、より高い段階での「融和」を与

えるということ、もしくは新たな可能性を予感させることによって、神秘的なこ

とがもたらした救済ではないだろうか。
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注釈

1 ) 1923年に長華本として限定200部だけ出版されたものが、翌年、既に：註かれていた他の

一編と共に峨録されたo

2) Vgl. Zeller, Rosmaric: Zur KomposiLion von RoberL Musi ls ”Droi Frauen" . 

in: Bcitr忌gezur Musil-Kritik. Hrsg. von Gurdrun Brokoph-Mauch. Bern, 

I；、l句a

3) Vgl. E. Kaiscr/E. Wilkins: RoiコcrtlVl usil. Einc Ein('Li hrung in das Werle S. 

108 

4) Wesenには、 「実体J、「本質J、「本性」等々の訳語があるが、ここにおいては「実体」

とするのが訟も望ましいと以われるため、「実体」で統一させてrn~，た。また、『ポルト

ガルの虫；Jにおいては、「性格Jを現す CharakLcrを川いず、性絡のj去をj点す Wescn

を用いている。

5）本文より参考として抜粋。「敵の戦いぶりは場合に応じて無惨を似めていた。 f.iJ教衣に

身を包んだ銭酷な名r1Jの到には虫IJ{11Jにも相応しいやりノゴだった。だが、またそのi防法は、

氏・のようなその去が教えたのであろうか、柔軟性に宮み、 i岱｜倹で￥Jl助だった。（P-256)
今ゃうタター や ャ守タ9・・

6）短編 『性絡のない人JDer Mensch ohne Chαmたler(1927）において、性格を持た

ない主人公が小説の終結部分で、次のように語る。「だから今日、 Ill：界中でしっかりとし

た性絡が辛うじて見山されるのは、未聞人のもとでしかない。何散なら短刀や槍で戦う

ものは敗北しないために、気骨ある人間でなければならないからだ。しかし、如何に碓

問とした性絡を持つにしても、戦卓や火炎放射器4や毒ガスに対して抵抗出米るであろう

か！？だから、今「l我々に必要なのは、性格ではなく、規律なのだ！」ここにおいて述べ

られる Charakter とは、 「性格」 の他、「性質J、 「気•l'l'」、 「節操J、「仏性」、「気骨のあ

る人物」、「立派な人物Jといった意味を持つ。ムージlレはこの主人公を、今世紀初頭の

典型的な人物とするが、この主人公の云葉には、 「性物Jがt踏んじられる現代社会への笹

鎚と共に、「性格」を持つことへの憧似の念も感じられる。

7）「彼の実体（Wesen）は、何週間馬を駆ってもたどり着くことがILI 米ない程、はるか

彼方に離れていたのだ。J(P-258）本前中の引用部分間際、 ）＇~国の地における彼の振る

舞いが、彼の故郷、実体自体から離れていることを示すのとl1=i]ll制こ、彼の笑体の危うさ

を示す。

8) Vgl. Tagebucher. Anmerkungen, Anhang, Resister.トJrsg.von Adolf Frisc. 

Reinbek bei Hamburg (Rowohlt) 1978. S. 1055～1062なお、編ti・ AdoJf Friseに

よると、この草稿には、［Diekleine GeisterkaLze in Bozen］、LDie k leine KaLzc 

aus dem Jenseits〕と仮題しているo
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文献

テク スト

使川テクストは以卜のiD1り。；；I Jl1に関しては本火・ljIに丸日弧して附記りと民数を付した。

なお、.Riilには、和々の制iU＼を参考にさせてJi'iいたが、訳出は準：討の附釈によるo

入Iusi I. Hobert: 

ドrosaund SLu eke, K leinc Prosa, Aphorism en, A uLobiografisches; Essays 

und Hedon; KriLik. Hrsg. von Adolf Frisc. Reinbek bei Hamburg 

(Hυwohlt) 1978 〔 P と II出 if~］

[)er iVlann ohnc Eig・onschaflen.n.ornan. llrsg. von八doll'F1角isc.Jミcinbckbe1 

I lam burg. (Howoh It) 1978 [MとII併記］

会.:t;

11'1J去の’；I JI J以外に、 ｛i,i~＇：~·；、参考にした文献をダIJ~j~ させてJfi く。

l)inklage, Kad: 

l{oborl Mu::-;il. [,clJcn, Werk, Wirkung. IJrsg. von Karl Dinklage. Wien: 

八mathcr-Vcrlag.H.einbek bei 1 [amburg (ltowohll) 1960 

iくrottcndorfcr,Kurt: 

Vcrst』chsano1・dnungen.Die Krise clcr bi.irgerlichcn Gcscllschaft. in Robert. 

Musi ls ”Drci Fr肉auon”. 1Jrsg. von Kurt Krollcndorfcr. Wien; Koln; 

Weimar: l36hlau Vcrl. 1995 

（まえだおりえ独文学）




